
 

補助事業番号  25-1-039 

補助事業名  平成２５年度 地域に根ざした自然・文化・遊び体験活動 補助事業 

補助事業者名  一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

日常生活において、伝統的工芸品とはあまり馴染みのない子どもたちが伝統的工芸

品に直接触れたり、匠の技を持つ職人（伝統工芸士）の製作実演を見学したり、また、

自分自身も伝統的工芸品を体験することにより、伝統的工芸品に関心や興味を抱く機

会を提供することによって、現代生活の中での伝統的工芸品の意義について再認識を

図る。         

       

（２）実施内容 

 子どもの地域工芸品体験学習事業 

本年１１月の伝統的工芸品月間全国大会開催地である和歌山県において「２０１

３伝統工芸ふれあい広場・わかやま」を開催した。全国各地の伝統的工芸品の展示

や職人の直接指導による伝統的工芸品の制作工程の体験、伝統的工芸品に欠かせな

い原材料や道具についての専門家のトークなどを実施した。 

会  期：１１月２日～４日 

会  場：旧海南市立第一中学校 

来場者数：約１５，０００人 

 

 

  

伝統的工芸品の展示 

 



 

 

  

伝統的工芸品の制作工程の体験 

 

  

原材料や道具についての専門家のトーク 

 

２ 予想される事業実施効果 

本催事において、それまでほとんど伝統的工芸品に接する機会がなかった子どもた

ちが伝統的工芸品と間近に接することにより、伝統的工芸品がそれぞれの地域におい

て１００年以上の長きにわたる伝統的な技術・技法で作られ、日常生活の中で育まれ

受け継がれてきた、我が国固有の生活文化用品であることや、自然の原材料を有効に

活用しながら良質の生活用品を生み出す伝統的工芸品産業が、循環型経済社会を体現

する産業であること等への理解が深まり、今後、生活の中に伝統的工芸品を積極的に

取り入れることや、伝統的工芸品作りに関わる仕事に就くことなどに繋がって行くこ

とが期待できる。 

 

３ 本事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

会場パンフレット (http://kougeihin.jp/files/25fureai200.pdf) 

http://kougeihin.jp/files/25fureai200.pdf


 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

報告書 （http://kougeihin.jp/files/25wakayama_hokokusho.pdf） 

 

http://kougeihin.jp/files/25wakayama_hokokusho.pdf


 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会 

（デントウテキコウゲイヒンサンギョウシンコウキョウカイ） 

住   所： 〒107-0052 

東京都港区赤坂8-1-22 赤坂王子ビル2階 

代 表 者： 代表理事 田口 宗平（タグチソウヘイ） 

担 当 部 署： 総務部（ソウムブ） 

担 当 者 名： 主任 丸山 尚久（マルヤマナオヒサ） 

電 話 番 号： 03-5785-1001 

F A X： 03-5785-1002 

E - m a i l： kanri@kougei.or.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://kougeihin.jp/ 
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